
6 「未来を拓く人づくり」チャレンジ
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 6 「未来を拓く人づくり」チャレンジ

政策 1 豊かな個性を伸ばす教育環境づくり
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
15

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

子どもの個性や能力を最大限に引き出し、豊かな心を育成するためには、学校や地域

全体で子どもを育む環境づくりに取り組むことが必要です。

このため、小中学校における少人数学級編制の拡大を行うとともに、スクールソーシャ

ルワーカーの配置などに取り組みます。

平
成

23年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 小中学校における少人数学級編制の拡充 P.108 教 育 委 員 会

○ 学力把握調査の実施 P.108 教 育 委 員 会

○ 教員の資質向上の推進 P.108 教 育 委 員 会

○ 東部地域の高等学校の再編整備 P.109 教 育 委 員 会

○ 中高一貫教育校の設置の推進 P.110 教 育 委 員 会

○ やまなし特別支援教育推進プランの推進 P.110 教 育 委 員 会

○ 第2次やまなし食育推進計画の推進 P.110 企 画 県 民 部 �
教 育 委 員 会

○ スクールソーシャルワーカーの配置 P.111 教 育 委 員 会

○ 私立幼稚園への障害児就園に対する支援 P.111 総 務 部

○ 私立学校修学への支援拡充 P.112 総 務 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 23,750百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 5,509百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 5,509百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

全国学力�学習状況調査の全国平均
正答数との比較割合（小�中学校）

98.7％

（H22）

100.0％

（H26）

東日本大震災の影響で

平成23年度調査は未実施

学校給食における県産食材の使用
割合

23.2％

（H22）

30.0％

（H26）

24.3％

（H23）
16.2



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1少人数教育の
拡充

教 職 員 費 きめ細かな指導を行うため、小学校1�2年生を対

象に30人学級編制を、小学校3年生及び中学校1年

生を対象に35人学級編制を実施した。

これにより、多くの小中学校で少人数学級編制を実

施し、子どもの学力向上に寄与した。

・小学校1～3年生、中学校1年生

小1 17校 小2 37校 小3 19校

（アクティブ 小1 0校 小2 0校 小3 1校）

中1 21校 （アクティブ 4校）

（項：小学校費）

【教：総務課】

【義務教育課】

（ 719,472）

719,472

教 職 員 費

（項：中学校費）

（ 277,751）

277,751

2確かな学力の
定着�向上

教 育 指 導 費 児童生徒の学習のつまずきの状態を把握し、地域の

中核となるパイロットスクールを中心に実践的な取り

組みを行い、その成果を広く普及することにより、授

業の改善等を行った。

これにより、少人数指導や繰り返し学習など授業づ

くりの工夫に努める学校が増加した。

・学力向上推進協議会の開催 3回

・学力向上パイロットスクールの指定

小学校5校 中学校5校

・小3�小5�中2を対象に学力把握調査の実施

平成23年10月

（ 6,500）

【義務教育課】
6,032

3教員の資質向
上の推進

教 育 指 導 費 実践指導力の向上や幅広い視野と識見を得るため、

年間を通して研修を実施するとともに、評価制度を実

施し、教員の資質向上を推進した。

これにより、教職員の意識改革と学校教育の充実に

寄与した。

・教員評価の実施 全県立学校 全公立小�中学校

・大学�大学院等派遣研修等

国内大学、大学院留学生派遣研修の実施 17人

管理職研修校長等研修会、教頭研修会の開催 6回

民間企業等派遣研修の実施 1人

教職員等中央研修への派遣 35人

・教科研修等 174講座

（ 910）

【教：総務課】

【義務教育課】

【高校教育課】

551



（予算科目 単位
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千円）
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

4グローバル化社
会に対応できる
英語力の向上

教 育 指 導 費 児童生徒にグローバル化社会に対応できる、豊かな

国際感覚と英語によるコミュニケーション能力を育む

ため、地域の外国語に堪能な人材を活用するとともに、

指導に当たる教員の資質向上に取り組んだ。

これにより、外国語活動での児童への指導がよりき

め細かなものとなるとともに、英語教員の指導力の向

上が図られた。

・外国語を指導する小学校教員研修の実施

7講座

・英語教員海外派遣研修の実施

イギリス（バーミンガム大学）に高等学校教員を派遣

1人

アメリカ（デンバー大学）に中学校教員を派遣

1人

・外国語に堪能な地域人材の活用

派遣人数 5人

派遣回数 5回

派遣校数 4校（小学校）

（ 1,809）

1,541

【教�総務課】

【義務教育課】

5魅力と活力あ
る高校づくり
の推進

学 校 建 設 費 生徒数が減少する中で、魅力と活力ある高校づくり

を進めるため、学校関係者やＰＴＡを対象とした意見

交換会や地域会議を開催し、地域の実情を踏まえなが

ら、高等学校の再編整備、学科の改編を推進した。

これにより、東部地域の高校再編の方針が確定する

とともに、谷村工業高校の学科再編や中央高校の整備

拡充に寄与した。

・東部地域の再編整備

東部地域の新しい高校づくりに関する地域会議開

催 3回

設置方針表明（11月議会）、用地測量業務実施

・中央高校の整備�拡充

作業部会の開催 4回

校舎改修開始 平成23年9月～

・学科の再編

谷村工業高校全日制過程の学科の再編

（ 402,091）

198,123

【新しい学校づくり推進室】
［ 18,896］



（予算科目 単位
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

6中高一貫教育
の推進

諸 費 本県の目指す中高一貫教育の方向性や設置時期等に

ついて検討するため、審議会を設置し、県立中高一貫

教育校の設置に向けて取り組んだ。

これにより、平成24年3月に審議会の答申を得て、

中高一貫教育の推進に寄与した。

・審議会の開催 6回

（ 1,200）

【新しい学校づくり推進室】
796

7特別支援教育
の推進

甲府支援学校等費 「やまなし特別支援教育推進プラン」に基づき、障

害に対応した豊かな学びの場を提供するとともに、障

害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた取り

組みを支援した。

これにより、かえで支援学校分教室が整備されるな

ど、高等部在籍者の増加に伴う教室不足の解消等に寄

与した。

・「やまなし特別支援教育推進プラン」の策定

平成23年7月

・かえで支援学校分教室の整備

かえで支援学校分教室の設計及び改修

・ふじざくら支援学校の普通教室棟の増築

高等部普通教室棟増築の設計委託

（ 196,144）

【新しい学校づくり推進室】
185,050

8食育運動の推
進

消費者行政費 食育運動の基本的な方針や目標値を掲げた「第2次

やまなし食育推進計画」を策定し、県民運動として食

育を効果的に進めるための取り組みを進めた。また、

児童生徒が、食に関する正しい知識などを身に付ける

ため、学校における食に関する指導の充実を図るとと

もに、学校給食での地場産物の活用に向けた取り組み

を推進した。

これにより、地域団体や学校�保育所等が一体となっ

て食育推進に取り組む気運がより一層高まるとともに、

児童生徒�保護者の食に関する意識が向上した。

・「第2次やまなし食育推進計画」の策定

平成23年8月

・食育推進シンポジウムの開催 平成23年6月

・学校�家庭�地域が連携した食育の推進

食育シンポジウム�食育推進事業報告会

平成24年2月

食育推進事業指定地域 2市

地場産品を含む食材研究、農業体験、給食センター

見学、給食試食会、レシピ集の発行 等

（ 538）

【消費生活安全課】

【スポーツ健康課】

428

学 校 保 健 費

（ 2,095）

1,113
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

9地域と連携し
た教育環境づ
くり

教 育 指 導 費 児童生徒の問題行動や心の問題に対応するため、社

会福祉に関する専門的な知識を持つスクールソーシャ

ルワーカーを配置し、児童生徒の置かれた様々な環境

への働きかけを行った。

これにより、309件の不登校等の問題行動に対応し、

そのうち約57％が解決又は好転となり、児童生徒の

問題解決に寄与した。

・スクールソーシャルワーカーの配置

4教育事務所 11人

（ 15,201）

13,635

【義務教育課】

10生きる力を育
む体験活動の
推進

教 育 指 導 費 自ら主体的に考え、判断し行動できる資質や能力を

育てるため、地域の産業�教育機関�住民との連携等

による体験学習活動を推進した。

これにより、生徒に夢を持たせ、主体的な学習態度

や、多様な価値観を育ませることに成果を上げた。

・体験的学習活動の推進

県立高校32校において171事業を実施

（ 17,000）

15,574

【高校教育課】

11県立大学の一
層の充実

地域ニーズや時代の変化に対応し、将来にわたり県

民の期待に応えられる魅力ある大学づくりを進めるた

め、大学院機能の充実を含めた教育研究組織のあり方

について検討した。

これにより、県立大学の現状における課題や検討の

方向性等が整理された。

・他の公立大学等の先進的な取り組み事例の調査

・庁内検討会の開催 3回

・大学との意見交換会 3回

【私学文書課】

12私学教育の振
興

私 学 振 興 費 特色ある教育を行う私立学校の教育条件の維持向上

や生徒等の経済的負担の軽減を図るため、私立学校運

営費補助金の交付など、私立学校への支援を実施した。

これにより、私立学校の安定的な運営に資するなど、

私学教育の振興に寄与した。

・私立学校運営費補助による支援

小学校の補助単価の増額 2,671円�人

中学校の補助単価の増額 2,615円�人

・私立幼稚園障害児就園事業費補助の拡充

障害児2人以上在園の場合の補助単価の増額

392,000円�人

（ 4,048,225）

【私学文書課】
4,046,767



（予算科目 単位

‥

千円）
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

13私立学校修学
への支援拡充

私 学 振 興 費 経済的な理由により修学することが困難な生徒の経

済的負担を軽減するため、低所得世帯の授業料を減免

する私立学校への支援を拡充した。

これにより、私立学校に修学する低所得世帯の約9

割が授業料の実質無償化となり、教育機会の確保に寄

与した。

・私立学校授業料減免事業費補助の拡充

補助単価の増額

年収250万円未満程度世帯 68,200円�年

年収350万円未満程度世帯 34,100円�年

（ 38,947）

【私学文書課】
37,967

14県立学校の冷
房設備導入の
推進

学 校 建 設 費 生徒たちに快適な学習環境を提供するため、冷房設

備導入の必要性や優先順位などについて検討を進め、

「県立学校冷房設備整備計画」を策定した。

これにより、県立学校への冷房設備整備の促進に寄

与した。

・県立学校冷房設備整備計画の策定

温度環境調査の実施 平成23年8月

整備計画の策定 平成24年3月

（ 4,200）

4,000

【学校施設課】

15学校の校庭芝
生化の推進

運動意欲の向上、けがの抑制など多くの効果のある

校庭の芝生化の推進を図るため、県立学校においては、

各都道府県の取り組み状況や、県立高校の校庭の利用

状況などの調査研究を進めた。また、公立小中学校に

対しては、助成制度の情報提供や専門家による研修会

を開催し、普及�啓発を行った。

これにより、校庭の芝生化の効果や問題点などが明

らかになり、今後の整備の推進に寄与した。

・県立学校の校庭芝生化

都道府県及び県立高校に対する実態調査の実施

平成23年9月

・公立小中学校の芝生化

市町村職員を対象とした研修会の開催

平成24年2月

【学校施設課】
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 6 「未来を拓く人づくり」チャレンジ

政策 2 生涯を通じて学ぶ環境づくり
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
9

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

生涯を通じて学ぶことができ、生きがいのある充実した人生を送ることができる生涯

学習社会の実現が求められています。

このため、県民誰もが自主的�主体的に生涯学習に取り組めるよう、多様な学習機会

の提供や生涯学習施設の充実を図ります。

平
成

23年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 新県立図書館の建設工事及び情報システムの整備 P.114 教 育 委 員 会

○ 博物館等における郷土学習関連事業の実施 P.114 教 育 委 員 会

○ 生涯学習推進センターを拠点とした生涯学習活動の支援 P.115 企 画 県 民 部

○ 放課後子どもプランの推進 P.116 教 育 委 員 会

○ 青少年の自然体験活動の実施 P.116 教 育 委 員 会

○ 若者による地域活性化プロジェクトの実施 P.116 教 育 委 員 会

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 5,680百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 3,361百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 3,361百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

県立文化施設（美術館、博物館、
考古博物館、文学館）で行われる
郷土学習関連事業参加者数

18,439人

（H22）

25,000人

（H26）

22,392人

（H23）
60.2



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1新県立図書館
の整備

図 書 館 費 県民の自主的な学習�文化活動を支援し、山梨の文

化や情報の発信拠点となる新県立図書館の開館に向け、

建物や家具備品等の整備を行うとともに、施設管理業

務等への指定管理者制度の導入に取り組んだ。

これにより、平成24年11月の開館に向けた建物の

建設工事、家具備品等の整備、指定管理者の選定が順

調に進んだ。

・建物整備

建設工事 平成22年10月～平成24年3月

外構工事 平成22年10月～平成24年5月

・備品、情報システム整備

・施設管理業務等の指定管理者への委託

指定管理者の候補者選定 平成24年3月

（ 5,097,362）

【新図書館建設室】
3,283,643

［ 1,812,739］

2郷土の歴史�
文化を学ぶ機
会の充実

社会教育振興費 山梨の歴史や文化への知識を高めるため、生涯学習

推進センターにおいて本県の歴史�文化�民俗などに

関する学習機会を提供した。

これにより、多くの県民が郷土の歴史等を学ぶ機会

を得て、郷土に対する誇りを再認識することに寄与

した。

・山梨学講座の開催 5回 参加者 625人

・やまなし再発見講座の開催 20回 参加者2,105人

（ 734）

481

【生涯学習文化課】

3博物館等郷土
学習の推進

考古博物館費 県民が郷土を知り、郷土を愛する心を育てるため、

県立博物館等で実施される郷土学習関連事業への参加

を促進した。

これにより、各館で様々な郷土学習関連事業のメニュー

を実施し、22,392人の参加を得た。

・各館における郷土学習関連講座等の実施

山梨の文学散歩、史跡文化財セミナー 外全70回

・博学連携による郷土学習の推進

考古博物館

チャレンジ博物館 13回 230人

縄文王国めぐりバスツアー 1回 49人 外

博物館

郷土体験プログラム 12回 583人

自由研究プロジェクト 1回 618人 外

合計 22,392人

（ 460）

【学術文化財課】
355

文 学 館 費

（ 393）

366

博 物 館 費

（ 1,146）

1,143
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

4生涯学習機会
の充実

社会教育振興費 生涯学習に対する幅広いニーズに応えるため、生涯

学習推進センターを拠点に市町村や大学、ＮＰＯと連

携した多様な学習機会の提供やインターネットを活用

した学習情報の提供など、県民の学習活動を支援した。

これにより、県民の生涯にわたる学習機会の充実に

寄与した。

・生涯学習推進センターでの各種講座の開催

149講座 420回

参加者 7,885人

・「キャンパスネットやまなし」による講座情報の提供

連携機関 306箇所

講座情報誌発行 4回

奨励賞受賞者 254人

・「やまなしまなびネットワークシステム」による学

習情報の提供 掲載情報数 11,492件

（ 51,253）

【生涯学習文化課】
50,185

5社会教育関係
団体の活性化

社会教育振興費 地域における教育力の向上を図るため、社会教育振

興フォーラムの開催や体験交流など、社会教育関係団

体が行う取り組みを支援した。

これにより、社会教育振興フォーラムに多数の参加

者を集めるとともに、体験交流活動の開催に当たって、

参加者数を増やすことができた。

・社会教育振興フォーラムの開催 平成23年11月

参加者105人

・体験交流活動の実施 4地区7箇所で実施

参加者延べ559人

・指導者の養成 3回実施 参加者延べ291人

（ 800）

【社会教育課】
755

6やまなし学校
応援団の育成

教員が子どもと向き合う時間を増やし、住民の学習

成果の活用機会の充実及び地域の教育力の活性化を図

るため、地域が学校を支援する体制づくりを推進した。

これにより、学校応援団の活動への理解を深めるこ

とができた。

・研修会の実施 平成23年10月 参加者84人

・市町村が行う学校応援団への支援

講演会への講師紹介

先進的な学校支援事例を紹介したホームページの

作成�公開

【社会教育課】
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

7放課後子ども
プランの推進

社会教育振興費 子どもたちが安全で健やかに過ごせる居場所を確保

するため、放課後や週末に、勉強やスポーツ�文化活

動などを行う「放課後子どもプラン」を推進した。

これにより、平成24年度に放課後子ども教室実施

市町村と開催教室数を増やすことができた。

・推進委員会の開催 3回 参加者 88人

・研修会の開催 5回 参加者338人

・市町村が行う放課後子ども教室への支援

学生ボランティア活用支援

各種教室へ大学生を派遣 25回

参加学生数延べ105人

（ 22,117）

【社会教育課】
19,603

8青少年の体験
活動の推進

社会教育振興費 心豊かでたくましい青少年の育成を目指し、洋上生

活体験や八丈島における自然体験活動を通して友情�
連携�奉仕の精神を涵養するとともに、地域リーダー

としての資質向上を図った。

これにより、国立青少年教育振興機構のＩＫＲ「生

きる力テスト」で事前から事後にかけて12.4ポイン

ト向上し、本事業により子どもたちの「生きる力」が

向上した。

・事前研修（班編制、野外炊さん活動）

平成23年7月 参加者50人

・現地研修（野外生活体験活動）

東京都八丈島で実施 平成23年8月 参加者49人

・事後研修（小中学生交流活動）

平成23年8月 八丈小中学生との交流等

（ 2,538）

【社会教育課】
2,505

9若者による地域
活性化プロジェ
クトの推進

社会教育振興費 中心市街地の活性化とともに、将来の地域リーダー

としての資質向上を図るため、大学生を中心とした若

者による地域活性化プロジェクトを実施した。

これにより、学生独自のイベントが実施されるなど、

地域の活性化に寄与した。

・地域活性化プロジェクトの公募�実施

活性化アイデアの応募 542件

入賞アイデアの実施

・事業報告会の開催 平成24年3月

（ 2,400）

1,359

【社会教育課】
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 6 「未来を拓く人づくり」チャレンジ

政策 3 芸術�文化�スポーツの振興
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
14

【政策推進に当たっての基本的な考え方】
魅力ある文化を創造し、心豊かに生きがいのある生活を送るためには、芸術文化に親
しむ機会の充実が必要です。
このため、国内最大級の文化の祭典である国民文化祭を開催するとともに、伝統文化
の継承や文化財の保存�活用を進めます。
また、県民が健康で豊かに生きるため、誰でもどこでもスポーツに親しむことのでき
る環境づくりに努めます。

平
成

23年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 国民文化祭の準備及びＰＲ活動の実施 P.118 企 画 県 民 部

○ 県民文化祭の開催 P.118 企 画 県 民 部

○ 国、県指定文化財保存等に関する取り組みの支援 P.118 教 育 委 員 会

○ 巡回児童劇場の実施 P.119 企 画 県 民 部

○ 山梨芸術劇場の実施 P.119 企 画 県 民 部

○ 総合型地域スポーツクラブの設立�育成の推進 P.120 教 育 委 員 会

○ 県スポーツ�レクリエーション祭の開催への支援 P.120 教 育 委 員 会

○ 全国高校総体開催への支援 P.121 教 育 委 員 会

○ 県立射撃場の整備方針及び代替措置の検討 P.122 森 林 環 境 部 �
教 育 委 員 会

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 6,820百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 954百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 954百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

県立文化施設（美術館、博物館、
考古博物館、文学館）の企画展�
イベント等開催件数

516回

（H22）

564回

（H26）

525回

（H23）
18.8

県営スポーツ公園（小瀬スポーツ
公園、富士北麓公園、緑が丘スポー
ツ公園）の利用者数

988千人

（H22）

1,027千人

（H26）

930千人

（H23）
△ 148.7
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1国民文化祭の
開催

芸術文化振興費 本県の芸術文化活動を活性化し、文化力の向上を図

るため、国内最大級の文化の祭典であり、多彩な文化

活動の発表や交流の場となる「富士の国やまなし国文

祭」の平成25年開催に向けた取り組みを行った。

これにより、開催準備が順調に進むとともに、芸術

文化活動の活性化に寄与した。

・「富士の国やまなし国文祭」の準備

国民文化祭山梨県実行委員会等の開催 10回

市町村実行委員会の設立 全27市町村

・広報�ＰＲ活動の強化

開幕500日前イベントの開催 平成23年 9月

イメージソングの決定 平成23年 9月

公式ホームページの開設 平成23年11月

開幕1年前イベントの開催 平成24年 1月

ＰＲイベント�キャンペーンの実施 43回

（ 53,003）

【国民文化祭課】
52,842

2県民文化祭の
開催

芸術文化振興費 県民の幅広い文化活動への参加を促進し、個性あふ

れる文化を創造するため、県民総参加の「やまなし県

民文化祭」を開催した。

これにより、県民文化祭の総参加者数は23万7,693

人に上り、前年度より約7,900人増加するなど芸術文

化活動の振興に寄与した。

・総合フェスティバル開催

3事業 平成23年10月～平成24年1月

・部門別フェスティバル開催

25ジャンル 平成23年9月～平成24年3月

・地域フェスティバルの開催

2区分 平成23年6月～平成24年3月

（ 13,753）

【生涯学習文化課】
12,870

3国�県指定文
化財の指定及
び保存�活用

文化財保護費 本県の文化財の保存�活用を推進するため、文化財

保護審議会の審議に基づく文化財指定を行うとともに、

埋蔵文化財等についての調査や文化財保存等に関する

取り組みを支援した。

これにより、指定文化財の適切な保存に寄与した。

・文化財保護審議会の開催 2回

・市町村が行う調査への支援 8件

・国、県指定文化財の保存事業への支援 77件

（ 123,905）

118,373

【学術文化財課】
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

4甲府城跡櫓門
の整備

公 園 費 県民への歴史教育の充実や甲府市中心市街地の活性

化や観光振興につなげるため、甲府城跡の櫓門である

鉄門（くろがねもん）の復元整備を進めた。

これにより、工事全体の66％まで完了した。

・鉄門復元工事を実施

（平成24年12月竣工、平成25年1月公開予定）

・整備復元に伴う絵図等の学術的調査を実施

・甲府城跡櫓門復元検討委員会の開催

委員会2回、建造物部会�石垣部会�保存活用部

会を各2回 計8回

（ 303,586）

【学術文化財課】
144,752

［ 153,890］

5芸術文化の振
興

芸術文化振興費 県内の芸術文化活動を促進するため、優れた芸術文

化の鑑賞機会を提供するとともに、芸術文化団体に対

して支援した。

これにより、担い手の育成や底辺拡大を図るなど芸

術文化の振興に寄与した。

・巡回児童劇場の実施 10回

・山梨芸術劇場の実施 8回

・山梨県芸術文化協会への支援

講習会7回

指導者派遣52回に助成

（ 6,188）

【生涯学習文化課】
6,140

6ミュージアム
甲斐�ネット
ワークの推進

県内各地にある博物館や美術館の相互の連携と、利

用者のサービス向上を目的に結成したミュージアム甲

斐�ネットワークの活動を推進した。

これにより、県民文化の更なる向上に寄与した。

・ネットワーク会議の開催 2回
【学術文化財課】
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

7県立文化施設
の魅力向上

美 術 館 費 県立美術館等県立文化施設4館において、多彩な展

覧会やイベントの開催、博学連携の強化、積極的な情

報発信等により、一層の魅力向上に取り組んだ。

これにより、多くの県民に学習�鑑賞機会を提供す

ることに寄与した。

・企画展等の開催�充実

4館の来館者322,188人

（ 183,686）

【学術文化財課】
168,320

考古博物館費

（ 95,303）

87,628

文 学 館 費

（ 93,861）

83,786

博 物 館 費

（ 269,155）

248,800

8生涯�地域ス
ポーツの推進

体 育 振 興 費 県民の誰もが、生涯にわたり、いつでも、どこでも

スポーツに参加できるよう、広域スポーツセンターを

活用し、総合型地域スポーツクラブを設立�育成する

とともに、県民に必要なスポーツ情報を提供した。

これにより、新たに4つのスポーツクラブが設立準

備委員会を設置した。

・広域スポーツセンター運営会議の開催 3回

・総合型スポーツクラブフェスタの開催

平成23年11月

・スポーツ情報等の提供

「やまなしスポーツ情報ネット」のリニューアル

（ 9,501）

【スポーツ健康課】
5,000

9スポーツ�レ
クリエーショ
ン祭の開催

体 育 振 興 費 県民が気軽にスポーツやレクリエーションを楽しみ、

交流が深められるよう、県スポーツ�レクリエーショ

ン祭の開催や全国スポーツ�レクリエーション祭への

選手団の派遣に対して支援した。

これにより、10市町において19種目の競技が実施

され、5,327人が参加したことにより、県民の生涯を

通じたスポーツ�レクリエーション活動の振興に寄与

した。

・県スポーツ�レクリエーション祭実行委員会への支援

県スポーツ�レクリエーション祭の開催

平成23年5月

・全国スポーツ�レクリエーション祭の選手団への支援

選手役員 169人 平成23年11月（栃木県）

（ 9,055）

8,538

【スポーツ健康課】
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

10ジュニアアス
リートの強化

体 育 振 興 費 優れた資質を有するジュニア選手の発掘�育成�強

化を進めるため、中�長期的展望に立ったジュニア期

からの一貫した指導体制の強化に取り組んだ。

これにより、指導体制の整備を推進し、ジュニア層

の競技力向上に寄与した。

・スポーツタレント発掘�育成�強化 5回

小中学生を対象にスポーツイベント�フェスティ

バルの開催

・指導者育成�強化研修会の開催 7回

より高度で最新の指導技術を習得する技術研修会

の開催

・競技者育成�強化実技講習会の開催 9回

小中高校生を対象に年齢層に応じた技術�練習方

法を習得する講習会の開催

（ 12,300）

【スポーツ健康課】
11,933

11スポーツ少年
団の育成

体 育 振 興 費 スポーツ少年団の指導�推進体制を充実させるため、

県スポーツ少年大会の開催やリーダーの養成など、ス

ポーツ少年団の育成�強化に取り組んだ。

これにより、全体の児童生徒数の減少に伴い、団員

数の減少傾向は見られるが、底辺拡大につながる、ス

ポーツ選手育成が推進された。

・県スポーツ少年大会の開催 平成23年8月

・リーダー養成講習会の開催 5回

（ 1,456）

【スポーツ健康課】
962

12全国高校総体の開
催と国体開催に向
けた取り組み

体 育 振 興 費 心身ともに健全な中学生�高校生を育成するため、

平成26年度に本県を含む南関東ブロック4都県にお

いて開催する全国高校総体に向け、山梨県準備委員会

を設立するなど、取り組みを進めた。

・全国高校総体開催への支援

山梨県準備委員会総会の開催 2回

大会愛称、スローガン、シンボルマーク、総合ポ

スター図案の募集�選考

平成23年度全国高等学校総合体育大会の状況調査

（ 4,333）

3,968

【スポーツ健康課】
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施策�事業の概要及び成果

13県立射撃場の
整備

新たな県立射撃場の整備について、その必要性や財

政状況等を幅広く検討のうえ方針を決定するとともに、

必要な代替措置を検討した。

これにより、射撃場の整備を当分の間凍結すること

を決定し、クレー射撃の競技力や鳥獣被害対策に影響

が出ないよう代替策を講じた。

・整備方針の検討

県立射撃場整備庁内検討委員会 1回

ワーキンググループ 1回

・代替措置の検討�実施

クレー射撃競技練習場確保事業費補助金の創設

管理捕獲従事者射撃訓練費補助金の創設

【みどり自然課】

【スポーツ健康課】




